
一般社団法人 公認心理師の会 事務局
〒113-0033 東京都文京区本郷5-23-13 田村ビル
公益社団法人日本心理学会 事務局内
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ご予約
お問い合わせ 

◆研修Ⅱ 被害者⽀援におけるアセスメント
2024年1月10日（水）～3月29日（金）オンデマンド配信（2022年度の研修の再配信）
講師：飛鳥井 望 (医療法人社団 青山会 青木病院)

◆研修Ⅲ 依存症の親とその子どもの支援  （被害特有の問題への対応）
ー逆境的小児期体験の影響を防ぐためにできることー

 2024年2月3日（土）9:00～12:00
講師：森田 展彰 (筑波大学) ・相澤 雅彦（NPO法人World Open Heart）

◆研修Ⅳ 被害者⽀援への⼼理学的介⼊（精神症状に対する対応）
 2024年2月24日 （土）9:00～12:00

講師：伊藤 大輔 (兵庫教育大学) ・齋藤 梓(上智大学)

【参加費】 1ワークショップにつき   会員4,000円 非会員6,000円
会員以外の方と公認心理師以外の方も参加を歓迎いたします
事前予約が必要です 申し込みはホームページをごらんください

被害者支援研修

【参加方法】

Zoomによるライブ配信を3時間行います。登録者にはZoom URLをお伝えします。

質疑応答が可能。参加希望の方は、ライブ配信７日前までに登録ください。

４つの研修は、
次年度以降も実施
予定です。ニーズ
に合う研修を１つ
受講頂ける方も    
歓迎します。

◆研修Ⅰ 被害者⽀援に関する基本的知識と連携
 2024年1月28日 （日）9:00～12:00 

講師：相澤 雅彦（NPO法人World Open Heart）・齋藤 梓（上智大学）

2023年度 オンライン研修会

後援 警察庁
公益社団法人 日本心理学会
公認心理師養成大学教員連絡協議会（公大協）



研修の内容や講師紹介は Webサイト「研修会」ページをご覧ください。
https://cpp-network.com/workshop.html

【参加に関する注意事項】
・2023年度の会員登録が完了して年会費を支払った方のみ会員参加費となります。

 会員登録途中の方や、年会費未納の方は、非会員参加費となります。
・非会員・初参加の方は、Webサイトの「非会員・初参加の方」をご覧ください。新規ユーザ登録をしていただく必
要があります。

これを機に入会をお勧めします（年会費5000円、入会金なし、入会特典多数）。３つのワークショップに参加す
れば元が取れます。
・先着順に受け付けます。定員に達し次第、受付を終了します。
・お支払いいただいた参加費は返金できません。
・予約が完了すると、メールで案内が届きます。URL送付までには数日を要することがあります。
・配付資料や映像資料の無断での録画・転送・転用は法律違反となりますので厳禁といたします。

遵守事項に合意した方だけ、その後のご連絡を差し上げます。
・携帯キャリアメールアドレスは運営事務局からのご案内メールが届きづらいため、PCメールアドレスをご登録頂

きますようお願い申し上げます。(Gmail、Yahoo！メール可)
【ライブ配信に関する注意事項】
・安定した電波状況のもとでご参加ください。電波状況によるトラブルには責任が負えないことをご了承ください。
・不測の事態などで配信が途切れることなどもありえますがご了承ください。

●被害者支援研修
「第４次犯罪被害者等基本計画（令和３年３月閣議決定）」において、初めて「公認心理師」が位置づけられ

ることになりました。具体的には、「犯罪被害者等に関する専門的な知識・技能を有する公認心理師の養成及び
研修の実施を促進する」ことが文言として盛り込まれ、公認心理師に対する期待が高まっています。

そして、これまでの我が国の被害者支援における実態として、その支援内容や方法の適切性についてエビデン
スが得られているものが少ないことが課題として指摘されてきました。そのため、本領域においても、公認心理
師には、エビデンスに基づいた被害者支援を提供することが求められていると言えます。

そこで、公認心理師の会では、改めて、エビデンスに基づく犯罪被害者支援のために必要なコンピテンスを整
理し、その枠組みをベースに、体系化された４つの研修を昨年度に引き続き実施いたします。

※４つの研修を受講することによって、エビデンスに基づいた被害者支援のために必要なコンピテンスを一通り学ぶこと
ができるように体系化されています。

※本研修は、次年度以降も実施する予定です。ご自身のニーズに合う研修を１つ受講頂ける方も、参加を歓迎いたします。

研修名 到達目標 主な研修内容（予定）
１．倫理と態度
２．トラウマ反応・悲嘆反応と二次受傷
３．刑事手続の知識や関連機関知識
４．基本的対応と刑事手続きを踏まえた対応、二次的被害
５．演習：実技や事例検討、グループディスカッションなど

１．トラウマ反応とPTSD、複雑性PTSD
２．悲嘆反応と遷延性悲嘆・複雑性悲嘆
３．被害者のアセスメントにおけるポイント
４．アセスメントと心理教育の活用
５．演習：実技や事例検討、グループディスカッションなど

１．性犯罪被害・性暴力被害の心理学的介入
２．子どもの被害の心理学的介入
３．被害者の家族への心理学的介入 
４．遺族への心理学的介入
５．演習：実技や事例検討、グループディスカッションなど

１．認知行動理論、ストレス理論の基礎知識　
２．エビデンスのあるトラウマに対する心理療法
３．心理教育、リラクセーションの理論と実践
４．エクスポージャーの理論と実践
５．演習：実技や事例検討、グループディスカッションなど

【研修Ⅲ】
被害者支援への心理学的介入

（DV被害特有の問題への対応）

①被害種別や年齢等に応じた
特徴を理解し、対応できる。
②現実的な介入について提案した
り、他機関と連携ができる。

【研修Ⅳ】
被害者支援への心理学的介入
（精神症状に対する対応）

①エビデンスのあるトラウマに対
する心理療法が理解できる。
②心理教育、リラクセーション、
実生活内曝露などを提供すること
ができる。

【研修Ⅰ】
被害者支援に関する基本的知識と連携

①被害者支援における基本的な知
識や態度が身につけて、二次的被
害を与えず対応できる。

【研修Ⅱ】
被害者支援におけるアセスメント

①被害者の状態をアセスメント
し、心理教育をしながら今後の支
援方針を検討できる。
②被害者の状態を踏まえて、
必要な機関への紹介ができる。

https://cpp-network.com/workshop.html

コンピテンス項目

				（⼀社）公認⼼理師の会 司法・犯罪・嗜癖部会 被害者⽀援コンピテンスリスト（2021年8⽉案︓取扱注意）

				 被害 		リストされているコンピテンスを研修等をもってクリアした場合，公認⼼理師として被害者⽀援に関するスキルを有しているとみなす

				カテゴリー		大項目 ダイコウモク		小項目 ショウ コウモク

				A. 被害者支援に関する基本的なコンピテンス		1. 対人支援に必要な基本的態度や知識を持ち，活用することができる。 タイド チシキ		a. 被害者が話しやすい環境や枠組みについて、被害者の状態に配慮して設定することができる。 ワクグ ヒガイシャ ジョウタイ ハイリョ セッテイ

								b. 支援者や所属機関の役割を伝えることができる。 ショゾク キカン ヤクワリ ツタ

								c. 守秘義務や情報管理について，例外も含めて説明することができる。 シュヒ ギム ジョウホウ カンリ レイガイ フク セツメイ

								d. 対話を促進する支援者の態度（安心感，傾聴・共感，親しみやすさ，落ち着き，穏やかさなど）を表現することができる。 タイワ タイド オ ツ オダ

								e. 対話を阻害する支援者の態度（安易な励まし，決めつけ，否定，偏見など）に、注意を払いながら，対応できる。 タイワ ソガイ タイド アンイ ハゲ キ ヒケツ ヒテイ ヘンケン チュウイ ハラ タイオウ

								f.  支援者の経験的理解に偏らず，エビデンスに基づく実践を心がけることができる。 シエンシャ ケイケン テキ リカイ カタヨ モト ジッセン ココロ

						2. 被害者の状態や二次被害のリスクに配慮しながら，話を聴くことができる。 ヒガイシャ ジョウタイ ニジヒガイ ハイリョ ハナシ キ		a. 事件や被害状況，その後の被害者の状態について話すことのメリットを説明することができる。 ジケン ヒガイ ジョウキョウ アト ジョウタイ ハナ セツメイ

								b. 事件や被害状況について，被害者のペースに合わせて話を聴くことができる。 キ

								c. 事件や被害に関する客観的な事実と，被害者の主観的な体験を分けて聴き,  主観的な体験を尊重することができる。 ジケン ヒガイ カン キャッカンテキ ジジツ ヒガイシャ シュカンテキ タイケン ワ キ シュカンテキ タイケン ソンチョウ

								d. 事件や被害状況を話すことが苦痛を与えることになるリスクを理解しながら、問題解決に向けた積極的な参加を促すことができる ジケン ヒガイ ジョウキョウ ハナ クツウ アタ リカイ モンダイ カイケツ ム セッキョク テキ サンカ ウナガ

								e. 事件や被害に関して話すことは，被害者に二次被害やトラウマ反応を生じさせる可能性があることを認識し，配慮することができる。 ジケン ヒガイ カン ハナシ カノウセイ ニンシキ ハイリョ

						3. 被害体験が被害者に及ぼす影響を理解した上で，被害者に対応することができる。 ヒガイタイケン ヒガイシャ ウエ ヒガイシャ		a. 被害の影響として，トラウマ反応（不信感や過覚醒，感情麻痺など）が生じている可能性に留意しながら、話を聴くことができる。 ヒガイ エイキョウ ハンノウ フシンカン カ カクセイ カンジョウ マヒ ショウ カノウセイ リュウイ ハナシ キ

								b. 対話が困難になるほどの情動的な混乱に対応することができる。 タイワ コンナン ジョウドウ テキ コンラン タイオウ

								c. 被害の影響として生じ得る不適応行動（嗜癖や依存に関する問題、性問題行動等）について理解し，対応することができる。 ヒガイ エイキョウ ショウ エ シヘキ イゾン カン モンダイ セイ モンダイ コウドウ ナド

						4. 援助要請行動を促進し，サポート資源の積極的な活用を促すことができる。

						5. 支援者自身の心身の健康に配慮しながら，被害者に対応することができる。 ヒガイシャ		a. 被害について扱うことが，支援者への二次受傷や代理受傷，共感疲労につながる可能性があることを理解している。 ヒガイ アツカ シエンシャ ニジ ジュショウ ダイリ ジュショウ キョウカン ヒロウ カノウセイ リカイ

								b. 支援者自身のために，ストレスマネジメント法を活用することができる（ソーシャルサポートを得る，リラクセーションなど）。 シエン シャ ジシン ホウ カツヨウ エ

								c. 支援者の所属する組織内外の資源を活用することができる（ケースカンファレンスやＳＶ，機関内での支援や問題点の共有など）。

						6. 被害者の支援に関わる専門機関や制度の知識を持ち，アップデートすることができる。 ヒガイシャ		a. 医療機関、司法機関および弁護士、精神保健福祉センター、民間支援団体の役割や利用方法などに関する知識

								b. 犯罪被害給付制度，被害者連絡制度，弁護費用立替制度，被災者生活再建支援制度などの知識

				B.アセスメントに関するコンピテンス		1. 事件の概要や被害者が抱える問題について情報をアセスメントすることができる。 ジケン ガイヨウ カカ モンダイ ジョウホウ		a. 被害者と対面する前に、情報の信頼性に注意しながら、被害者や事件の情報を収集することができる。 タイメン ジョウホウ シンライセイ チュウイ

								b. 被害者の状態に配慮しながら，事件の概要や現在の生活状況について情報を評価することができる。 ジョウタイ ハイリョ ジケン ガイヨウ ゲンザイ セイカツ ジョウキョウ ジョウホウ ヒョウカ

								c. 被害後の心理・社会・身体的影響に関して, 包括的に評価することができる。 ヒガイ アト シンリ シャカイ シンタイテキ エイキョウ カン ホウカツテキ ヒョウカ

								d PTSDなどの精神医学的症状を評価するために，構造化面接や標準化された尺度を活用することができる。 セイシン イガクテキ ショウジョウ ヒョウカ コウゾウカ メンセツ ヒョウジュンカ シャクド カツヨウ

								e. 被害者の安全を脅かすリスク要因（加害者との関係性、加害者の現在の状況や自傷他害など）を評価することができる。 アンゼン オビヤ ヨウイン ヒョウカ

								f. 問題のみならず，被害者が持つ強みやサポート資源について評価することができる。 モンダイ モ ツヨ シゲン ヒョウカ

								g. 被害者に同意を得て，他機関や関係者から情報を収集することができる。 ドウイ エ タ キカン カンケイシャ ジョウホウ シュウシュウ

						2. アセスメント情報を整理して，被害者と協働的に支援方針を定めることができる。 ジョウホウ セイリ キョウドウ テキ シエン ホウシン サダ		a. 被害者のニーズを明確化することができる。 メイカク カ

								b. 優先して取り組むべき課題を特定し，被害者と共有することができる。 ト ク トクテイ

								c. 被害者の自己決定を促しながら支援方針を検討することができる ジコ ケッテイ ウナガ シエン ホウシン ケントウ

								d. 対象者の状態に合わせて，見立てや情報の伝え方を工夫することができる（簡潔な説明，視覚的情報の提示など）。

								e. 現実状況も踏まえたケースフォーミュレーションに基づいて支援計画を立てることができる。 ゲンジツ ジョウキョウ フ モト シエン ケイカク タ

				C.介入のためのコンピテンス		1. 被害者が抱えているニーズや問題に対して、利用可能なサービスや支援（自助グループなど）について情報提供することができる。 モンダイ タイ リヨウ カノウ シエン ジジョ ジョウホウ テイキョウ

						2. 一般的なストレス症状に対する心理学的介入を提供することができる。 イッパン テキ ショウジョウ タイ シンリガク テキ カイニュウ テイキョウ		a. 心理学的介入や薬物療法などの治療法を説明し，選択肢を提示することができる。 シンリガクテキ カイニュウ

								b. ストレッサーがもたらす一般的なストレス反応について説明することができる。 イッパンテキ ハンノウ セツメイ

								c. ストレスマネジメント法を提供することができる（認知再構成法，注意訓練，マインドフルネス，行動活性化，問題解決療法，サポート資源の活用など）。

								d. リラクセーションを提供することができる。 テイキョウ

								e. 現実エクスポージャー法の原理を理解し，提供することができる。 ゲンジツ ホウ ゲンリ リカイ テイキョウ

						3. トラウマ体験後のPTSD症状に対する心理学的介入を提供することができる。		a. トラウマがもたらす一般的なトラウマ反応や悲嘆反応について説明することができる。 イッパンテキ ハンノウ ヒタン ハンノウ セツメイ

								b.トラウマ焦点化認知行動療法（持続的エクスポージャー療法，認知処理療法，認知療法，EMDR）ができる。

						4. 現在の生活で生じている現実的な問題に焦点を当て，その解決法を提案することができる。 ゲンザイ セイカツ ショウ ゲンジツ テキ モンダイ ショウテン ア カイケツホウ テイアン

						5. 身体的安全や生命の保持のための危機介入を行うことができる。 キキ カイニュウ オコナ

						6. 被害者の個別性（発達段階など）に応じて対応を工夫することができる。 ヒガイシャ コベツセイ ハッタツ ダンカイ オウ タイオウ クフウ		a. 子どもの特徴を踏まえた配慮を行うことができる(専門用語を使わず，平易な言葉で伝えるなど)。 コ トクチョウ フ ハイリョ オコナ

								b. 高齢者の特徴を踏まえた配慮を行うことができる(聞き取りやすいように明瞭な言葉を使うなど)。 コウレイシャ

								c. 性差，SOGI，セクシャルマイノリティ，インターセクショナリティ等や，社会的なマイノリティの特徴を踏まえた配慮を行うことができる。 セイサ トウ シャカイ テキ

						7. ある特定の被害によって生じやすい特異的な問題やその特徴を理解した上で，対応することができる。 トクテイ ヒガイ ショウ トクイテキ モンダイ トクチョウ リカイ ウエ タイオウ		a. 犯罪被害（性犯罪や虐待，ハラスメント，ストーカー被害など）によって生じやすい問題を理解している。 ハンザイ ヒガイ

								b. 被害者の意向を踏まえて，警察や弁護士等と連携しながらマスメディア対応ができる。

								c. 児童虐待や犯罪被害事例において，被害児童のきょうだいや家族に対する支援が必要である可能性を認識して対応することができる。　 ハンザイヒガイ ジレイ

								d. ハラスメント被害事例において，被害者が不利な状況に置かれる可能性に留意して対応することができる。

								e. 犯罪被害事例において，必要に応じて，加害者の処遇や裁判経過に関する情報を対象者に提供することができる。　

						8. 被害が生じた場所やコミュニティに配慮した対応を行うことができる。 ヒガイ ショウ バショ ハイリョ タイオウ オコナ		a. 学校における資源（教育相談体制，教員，SCなど）を子どもの関わりに役立てることができる。

								b. 職場や家庭における資源（社内相談体制，保護者など）を活用することができる。 ショクバ カテイ シゲン シャナイ ソウダン タイセイ ホゴシャ カツヨウ

								c. コミュニティ支援（自助グループなど）において，ファシリテーターとしての役割を担うことができる。

						9. 被害者家族や関係者に対する支援を行うことができる。 ヒガイシャ カゾク カンケイシャ タイ シエン オコナ		a. 関係者（家族や同僚など）に対して，心理教育や相談支援を行うことができる。 カンケイシャ カゾク ドウリョウ タイ シンリキョウイク ソウダン シエン オコナ

								b. 複雑性悲嘆について理解し，対応することができる。　 リカイ

								c. 加害者臨床および加害者家族に対する支援について理解している。 タイ

						10.  他職種に対して心理的支援に関する情報提供やコンサルテーションを行うことができる。 タショクシュ タイ シンリテキ シエン カン ジョウホウ テイキョウ オコナ

						11. 被害後の社会適応に向けた継続的支援（復職や不登校支援など）を行うことができる。 ヒガイ アト シャカイ テキオウ ム ケイゾク テキ シエン フクショク フトウコウ シエン オコナ

				D.連携のためのコンピテンス		1. 二次被害の拡大を防ぎ，個別支援を行うために，所属機関や他機関との連携・調整ができる。 コベツシエン オコナ ショゾク キカン タ キカン レンケイ チョウセイ		a. 支援者や所属機関の役割や専門性について理解している。 ショゾク キカン ヤクワリ センモンセイ リカイ

								b. 支援者とは異なる専門職（福祉や司法領域など）や他機関の役割や専門性(警察や弁護士など)について理解し，連携することができる。 コト センモン ショク タ キカン ケイサツ ベンゴシ リカイ レンケイ

								c. 連携やリファーの有用性について，被害者や関係者に説明することができる。 レンケイ ユウヨウセイ ヒガイシャ カンケイシャ セツメイ

								d. 円滑な連携やリファーのために，被害者や他機関に配慮することができる（付き添いなど）。 エンカツ レンケイ タ キカン ハイリョ ツ ソ

								e. 連携後の業務調整やコーディネートを継続的に行うことができる(心理的ケアや見立ての共有など)。 シンリテキ ミタ キョウユウ





















































































































































研修案(簡易版)

				（⼀社）公認⼼理師の会 司法・犯罪・嗜癖部会 被害者⽀援研修内容（2021年８⽉案︓取扱注意）

				 被害 		被害者⽀援コンピテンスを３時間×４研修のすべてをクリアした公認⼼理師は，被害者⽀援に関するスキルを有しているとみなす。 

				研修名 ケンシュウメイ		時間 ジカン		カテゴリー		大項目 ダイコウモク		小項目 ショウ コウモク

				研修Ⅰ
被害者⽀援に関する基本的知識と連携 ケンシュウ ヒガイシャ エン カン キホン テキ チシキ レンケイ		3時間 ジカン		A. 被害者支援に関する基本的なコンピテンス		1. 対人支援に必要な基本的態度や知識を持ち，活用することができる。 タイド チシキ		a. 被害者が話しやすい環境や枠組みについて、被害者の状態に配慮して設定することができる。 ワクグ ヒガイシャ ジョウタイ ハイリョ セッテイ

												b. 支援者や所属機関の役割を伝えることができる。 ショゾク キカン ヤクワリ ツタ

												c. 守秘義務や情報管理について，例外も含めて説明することができる。 シュヒ ギム ジョウホウ カンリ レイガイ フク セツメイ

												d. 対話を促進する支援者の態度（安心感，傾聴・共感，親しみやすさ，落ち着き，穏やかさなど）を表現することができる。 タイワ タイド オ ツ オダ

												e. 対話を阻害する支援者の態度（安易な励まし，決めつけ，否定，偏見など）に、注意を払いながら，対応できる。 タイワ ソガイ タイド アンイ ハゲ キ ヒケツ ヒテイ ヘンケン チュウイ ハラ タイオウ

												f.  支援者の経験的理解に偏らず，エビデンスに基づく実践を心がけることができる。 シエンシャ ケイケン テキ リカイ カタヨ モト ジッセン ココロ

										2. 被害者の状態や二次被害のリスクに配慮しながら，話を聴くことができる。 ヒガイシャ ジョウタイ ニジヒガイ ハイリョ ハナシ キ		a. 事件や被害状況，その後の被害者の状態について話すことのメリットを説明することができる。 ジケン ヒガイ ジョウキョウ アト ジョウタイ ハナ セツメイ

												b. 事件や被害状況について，被害者のペースに合わせて話を聴くことができる。 キ

												c. 事件や被害に関する客観的な事実と，被害者の主観的な体験を分けて聴き,  主観的な体験を尊重することができる。 ジケン ヒガイ カン キャッカンテキ ジジツ ヒガイシャ シュカンテキ タイケン ワ キ シュカンテキ タイケン ソンチョウ

												d. 事件や被害状況を話すことが苦痛を与えることになるリスクを理解しながら、問題解決に向けた積極的な参加を促すことができる ジケン ヒガイ ジョウキョウ ハナ クツウ アタ リカイ モンダイ カイケツ ム セッキョク テキ サンカ ウナガ

												e. 事件や被害に関して話すことは，被害者に二次被害やトラウマ反応を生じさせる可能性があることを認識し，配慮することができる。 ジケン ヒガイ カン ハナシ カノウセイ ニンシキ ハイリョ

										3. 被害体験が被害者に及ぼす影響を理解した上で，被害者に対応することができる。 ヒガイタイケン ヒガイシャ ウエ ヒガイシャ		a. 被害の影響として，トラウマ反応（不信感や過覚醒，感情麻痺など）が生じている可能性に留意しながら、話を聴くことができる。 ヒガイ エイキョウ ハンノウ フシンカン カ カクセイ カンジョウ マヒ ショウ カノウセイ リュウイ ハナシ キ

												b. 対話が困難になるほどの情動的な混乱に対応することができる。 タイワ コンナン ジョウドウ テキ コンラン タイオウ

												c. 被害の影響として生じ得る不適応行動（嗜癖や依存に関する問題、性問題行動等）について理解し，対応することができる。 ヒガイ エイキョウ ショウ エ シヘキ イゾン カン モンダイ セイ モンダイ コウドウ ナド

										4. 援助要請行動を促進し，サポート資源の積極的な活用を促すことができる。

										5. 支援者自身の心身の健康に配慮しながら，被害者に対応することができる。 ヒガイシャ		a. 被害について扱うことが，支援者への二次受傷や代理受傷，共感疲労につながる可能性があることを理解している。 ヒガイ アツカ シエンシャ ニジ ジュショウ ダイリ ジュショウ キョウカン ヒロウ カノウセイ リカイ

												b. 支援者自身のために，ストレスマネジメント法を活用することができる（ソーシャルサポートを得る，リラクセーションなど）。 シエン シャ ジシン ホウ カツヨウ エ

												c. 支援者の所属する組織内外の資源を活用することができる（ケースカンファレンスやＳＶ，機関内での支援や問題点の共有など）。

										6. 被害者の支援に関わる専門機関や制度の知識を持ち，アップデートすることができる。 ヒガイシャ		a. 医療機関、司法機関および弁護士、精神保健福祉センター、民間支援団体の役割や利用方法などに関する知識

												b. 犯罪被害給付制度，被害者連絡制度，弁護費用立替制度，被災者生活再建支援制度などの知識

								D.連携のためのコンピテンス		1. 二次被害の拡大を防ぎ，個別支援を行うために，所属機関や他機関との連携・調整ができる。 コベツシエン オコナ ショゾク キカン タ キカン レンケイ チョウセイ		a. 支援者や所属機関の役割や専門性について理解している。 ショゾク キカン ヤクワリ センモンセイ リカイ

												b. 支援者とは異なる専門職（福祉や司法領域など）や他機関の役割や専門性(警察や弁護士など)について理解し，連携することができる。 コト センモン ショク タ キカン ケイサツ ベンゴシ リカイ レンケイ

												c. 連携やリファーの有用性について，被害者や関係者に説明することができる。 レンケイ ユウヨウセイ ヒガイシャ カンケイシャ セツメイ

												d. 円滑な連携やリファーのために，被害者や他機関に配慮することができる（付き添いなど）。 エンカツ レンケイ タ キカン ハイリョ ツ ソ

												e. 連携後の業務調整やコーディネートを継続的に行うことができる(心理的ケアや見立ての共有など)。 シンリテキ ミタ キョウユウ

										事例検討 ジレイケントウ		被害者⽀援に関する基本的知識と連携に関する事例



				研修Ⅱ
被害者⽀援におけるアセスメント		３時間 ジカン		B.アセスメントに関するコンピテンス		1. 事件の概要や被害者が抱える問題について情報をアセスメントすることができる。 ジケン ガイヨウ カカ モンダイ ジョウホウ		a. 被害者と対面する前に、情報の信頼性に注意しながら、被害者や事件の情報を収集することができる。 タイメン ジョウホウ シンライセイ チュウイ

												b. 被害者の状態に配慮しながら，事件の概要や現在の生活状況について情報を評価することができる。 ジョウタイ ハイリョ ジケン ガイヨウ ゲンザイ セイカツ ジョウキョウ ジョウホウ ヒョウカ

												c. 被害後の心理・社会・身体的影響に関して, 包括的に評価することができる。 ヒガイ アト シンリ シャカイ シンタイテキ エイキョウ カン ホウカツテキ ヒョウカ

												d PTSDなどの精神医学的症状を評価するために，構造化面接や標準化された尺度を活用することができる。 セイシン イガクテキ ショウジョウ ヒョウカ コウゾウカ メンセツ ヒョウジュンカ シャクド カツヨウ

												e. 被害者の安全を脅かすリスク要因（加害者との関係性、加害者の現在の状況や自傷他害など）を評価することができる。 アンゼン オビヤ ヨウイン ヒョウカ

												f. 問題のみならず，被害者が持つ強みやサポート資源について評価することができる。 モンダイ モ ツヨ シゲン ヒョウカ

												g. 被害者に同意を得て，他機関や関係者から情報を収集することができる。 ドウイ エ タ キカン カンケイシャ ジョウホウ シュウシュウ

										2. アセスメント情報を整理して，被害者と協働的に支援方針を定めることができる。 ジョウホウ セイリ キョウドウ テキ シエン ホウシン サダ		a. 被害者のニーズを明確化することができる。 メイカク カ

												b. 優先して取り組むべき課題を特定し，被害者と共有することができる。 ト ク トクテイ

												c. 被害者の自己決定を促しながら支援方針を検討することができる ジコ ケッテイ ウナガ シエン ホウシン ケントウ

												d. 対象者の状態に合わせて，見立てや情報の伝え方を工夫することができる（簡潔な説明，視覚的情報の提示など）。

												e. 現実状況も踏まえたケースフォーミュレーションに基づいて支援計画を立てることができる。 ゲンジツ ジョウキョウ フ モト シエン ケイカク タ

										事例検討 ジレイケントウ		被害者⽀援のアセスメントに関する事例



				研修Ⅲ
被害者⽀援への⼼理学的介⼊
（被害特有の問題への対応）		３時間 ジカン		C.介入のためのコンピテンス		1. 被害者が抱えているニーズや問題に対して、利用可能なサービスや支援（自助グループなど）について情報提供することができる。 モンダイ タイ リヨウ カノウ シエン ジジョ ジョウホウ テイキョウ

										2. 一般的なストレス症状に対する心理学的介入を提供することができる。 イッパン テキ ショウジョウ タイ シンリガク テキ カイニュウ テイキョウ		a. 心理学的介入や薬物療法などの治療法を説明し，選択肢を提示することができる。 シンリガクテキ カイニュウ

												b. ストレッサーがもたらす一般的なストレス反応について説明することができる。 イッパンテキ ハンノウ セツメイ

												c. ストレスマネジメント法を提供することができる（認知再構成法，注意訓練，マインドフルネス，行動活性化，問題解決療法，サポート資源の活用など）。

												d. リラクセーションを提供することができる。 テイキョウ

												e. 現実エクスポージャー法の原理を理解し，提供することができる。 ゲンジツ ホウ ゲンリ リカイ テイキョウ

										3. トラウマ体験後のPTSD症状に対する心理学的介入を提供することができる。		a. トラウマがもたらす一般的なトラウマ反応や悲嘆反応について説明することができる。 イッパンテキ ハンノウ ヒタン ハンノウ セツメイ

												b.トラウマ焦点化認知行動療法（持続的エクスポージャー療法，認知処理療法，認知療法，EMDR）ができる。

										4. 現在の生活で生じている現実的な問題に焦点を当て，その解決法を提案することができる。 ゲンザイ セイカツ ショウ ゲンジツ テキ モンダイ ショウテン ア カイケツホウ テイアン

										5. 身体的安全や生命の保持のための危機介入を行うことができる。 キキ カイニュウ オコナ

										6. 被害者の個別性（発達段階など）に応じて対応を工夫することができる。 ヒガイシャ コベツセイ ハッタツ ダンカイ オウ タイオウ クフウ		a. 子どもの特徴を踏まえた配慮を行うことができる(専門用語を使わず，平易な言葉で伝えるなど)。 コ トクチョウ フ ハイリョ オコナ

												b. 高齢者の特徴を踏まえた配慮を行うことができる(聞き取りやすいように明瞭な言葉を使うなど)。 コウレイシャ

												c. 性差，SOGI，セクシャルマイノリティ，インターセクショナリティ等や，社会的なマイノリティの特徴を踏まえた配慮を行うことができる。 セイサ トウ シャカイ テキ

										7. ある特定の被害によって生じやすい特異的な問題やその特徴を理解した上で，対応することができる。 トクテイ ヒガイ ショウ トクイテキ モンダイ トクチョウ リカイ ウエ タイオウ		a. 犯罪被害（性犯罪や虐待，ハラスメント，ストーカー被害など）によって生じやすい問題を理解している。 ハンザイ ヒガイ

												b. 被害者の意向を踏まえて，警察や弁護士等と連携しながらマスメディア対応ができる。

												c. 児童虐待や犯罪被害事例において，被害児童のきょうだいや家族に対する支援が必要である可能性を認識して対応することができる。　 ハンザイヒガイ ジレイ

												d. ハラスメント被害事例において，被害者が不利な状況に置かれる可能性に留意して対応することができる。

												e. 犯罪被害事例において，必要に応じて，加害者の処遇や裁判経過に関する情報を対象者に提供することができる。　

		メイリオ								8. 被害が生じた場所やコミュニティに配慮した対応を行うことができる。 ヒガイ ショウ バショ ハイリョ タイオウ オコナ		a. 学校における資源（教育相談体制，教員，SCなど）を子どもの関わりに役立てることができる。

												b. 職場や家庭における資源（社内相談体制，保護者など）を活用することができる。 ショクバ カテイ シゲン シャナイ ソウダン タイセイ ホゴシャ カツヨウ

												c. コミュニティ支援（自助グループなど）において，ファシリテーターとしての役割を担うことができる。

										9. 被害者家族や関係者に対する支援を行うことができる。 ヒガイシャ カゾク カンケイシャ タイ シエン オコナ		a. 関係者（家族や同僚など）に対して，心理教育や相談支援を行うことができる。 カンケイシャ カゾク ドウリョウ タイ シンリキョウイク ソウダン シエン オコナ

												b. 複雑性悲嘆について理解し，対応することができる。　 リカイ

												c. 加害者臨床および加害者家族に対する支援について理解している。 タイ

										10.  他職種に対して心理的支援に関する情報提供やコンサルテーションを行うことができる。 タショクシュ タイ シンリテキ シエン カン ジョウホウ テイキョウ オコナ

										11. 被害後の社会適応に向けた継続的支援（復職や不登校支援など）を行うことができる。 ヒガイ アト シャカイ テキオウ ム ケイゾク テキ シエン フクショク フトウコウ シエン オコナ

										事例検討 ジレイケントウ		被害者⽀援への⼼理学的介⼊（被害特有の問題への対応）に関する事例



				研修Ⅳ
被害者⽀援への⼼理学的介⼊
（精神症状に対する対応）		３時間 ジカン		C.介入のためのコンピテンス		3. トラウマ体験後のPTSD症状に対する心理学的介入を提供することができる。		a. トラウマがもたらす一般的なトラウマ反応や悲嘆反応について説明することができる。 イッパンテキ ハンノウ ヒタン ハンノウ セツメイ

												b.トラウマ焦点化認知行動療法（持続的エクスポージャー療法，認知処理療法，認知療法，EMDR）ができる。

										事例検討 ジレイケントウ		被害者⽀援への⼼理学的介⼊（精神症状に対する対応）に関する事例























































































































































研修案(具体案)

		被害者支援研修の受講者の目指すところ：
・学校など臨床現場にて被害者やその家族・遺族とお会いした際に適切な対応ができ、連携ができる
・警察等と連携を行い被害者への心理支援を行うことができる
・できれば研修終了後にPE・CPT・EMDR・TF-CBT等のトラウマ焦点化心理療法の研修を受け、PTSDへの対応ができるようになる



		研修名 ケンシュウメイ		到達目標 トウタツモクヒョウ		研修内容（案） ケンシュウ ナイヨウ アン		コンピテンス項目 コウモク		メモ

		【研修Ⅰ】
被害者支援に関する基本的知識と連携
ー被害者支援に関する基本的なコンピテンスと連携 ケンシュウ ヒガイシャ シエン カン キホン テキ チシキ レンケイ ヒガイシャ シエン カン キホン テキ レンケイ		①被害者支援を実施する際の基本的な知識や態度が身につき、二次的被害を与えず対応できる。 タイオウ		１．倫理と態度		A-1

						２．トラウマ反応・悲嘆反応と二次受傷		A-２，A-3，A-5

						３．刑事手続の知識や関連機関知識		A-4，A-6

						４．基本的対応と刑事手続きを踏まえた対応、二次的被害		A-1 ，A-２，A-３

						５．事例検討   
・臨床現場で被害後早期の被害者に関わり、基本的な対応をし、様々な機関と連携・調整した事例など。人数によっては事例を発表し、グループディスカッション。		D-1



		【研修Ⅱ】
被害者支援におけるアセスメント
ーアセスメントに関するコンピテンス		①被害者の状態をアセスメントし、心理教育をしながら今後の支援方針を検討できる。
②被害者の状態を踏まえて必要な機関への紹介ができる		１．トラウマ反応とPTSD、C-PTSD（CAPS-5、IES-R、PDS、UPID-5）		B-1，B-2		アセスメントと心理教育をセットで提供する。

 シンリキョウイク テイキョウ

						２．悲嘆反応と遷延性悲嘆あるいは複雑性悲嘆（ICGも知識として知る）　		B-1，B-2

						３．犯罪被害者のアセスメントについて
・被害者のアセスメントのポイント（事件内容、刑事手続、生活状況，サポート，リスク等を含めた全体的）		B-1，B-2

						４．アセスメントと心理教育　
・心理教育しながらアセスメントをするということなど		B-1，C-2,  C-3，C-5

						５．事例検討
・被害者の状態について、心理教育を行いながらアセスメントを実施した事例など
・人数によっては事例を発表し、グループディスカッションなど		B-1，B-2



		【研修Ⅲ】
被害者支援への心理学的介入（被害特有の問題への対応）
ー介入のためのコンピテンス
		①被害種別や年齢等に応じた特徴を理解し、対応することができる。
②現実的な介入について提案したり他の機関との連携ができる。		１．性犯罪被害・性暴力被害の心理学的介入		C-1，C-6，C-7，C-8		研修Ⅲに関しては，特に，左の研修内容に依存しない。
年度ごとに，扱う被害を変更する。１つの出来事につき90分間で。犯罪として成立しない被害についても扱うこととする。 ケンシュウ カン トク ヒダリ ケンシュウナイヨウ イゾン

						２．子どもの被害の心理学的介入		C-1，C-6，C-8

						３．被害者の家族への心理学的介入 		C-9

						４．遺族への心理学的介入		C-7，C-9

						５．事例検討
・子どもの事例で、本人への支援、家族への支援、刑事手続き中の心理的ケア、会社や学校にコンサルテーションをした例など
・人数によっては事例を発表し、グループディスカッションなど		C-1，C-4，C-6，C-8，C-9，C-10，C-11，D-1）



		【研修Ⅳ】
被害者支援への心理学的介入（精神症状に対する対応）
ー介入のためのコンピテンス		①エビデンスのあるトラウマに対する心理療法について概要を理解している。
②心理教育・リラクセーション・実生活内曝露などを提供することができる。		１．認知行動療法やストレス理論等の基礎知識　		C-2

						２．エビデンスのあるトラウマに対する心理療法概観		C-3

						３．心理教育、リラクセーションの活用
　　　（デモンストレーション＆ロールプレイなど）		C-2，C-3

						４．現実エクスポージャーの活用
　　　（犯罪被害の場合の不安階層表の作り方など）		C-3

						５．事例検討
・被害者に対し心理教育や現実エクスポージャーをした事例やPEやCPTの事例など。		C-3





研修案(ポスター用)

		研修名 ケンシュウメイ		到達目標 トウタツモクヒョウ		主な研修内容（予定） オモ ケンシュウ ナイヨウ ヨテイ

		【研修Ⅰ】
被害者支援に関する基本的知識と連携 ケンシュウ ヒガイシャ シエン カン キホン テキ チシキ レンケイ		①被害者支援における基本的な知識や態度が身につけて、二次的被害を与えず対応できる。 タイオウ		１．倫理と態度

						２．トラウマ反応・悲嘆反応と二次受傷

						３．刑事手続の知識や関連機関知識

						４．基本的対応と刑事手続きを踏まえた対応、二次的被害

						５．演習：実技や事例検討、グループディスカッションなど    エンシュウ ジツギ



		【研修Ⅱ】
被害者支援におけるアセスメント		①被害者の状態をアセスメントし、心理教育をしながら今後の支援方針を検討できる。
②被害者の状態を踏まえて、　　必要な機関への紹介ができる。		１．トラウマ反応とPTSD、複雑性PTSD フクザツセイ

						２．悲嘆反応と遷延性悲嘆・複雑性悲嘆

						３．被害者のアセスメントにおけるポイント

						４．アセスメントと心理教育の活用　 カツヨウ

						５．演習：実技や事例検討、グループディスカッションなど   



		【研修Ⅲ】
被害者支援への心理学的介入
（DV被害特有の問題への対応）		①被害種別や年齢等に応じた　　特徴を理解し、対応できる。
②現実的な介入について提案したり、他機関と連携ができる。		１．性犯罪被害・性暴力被害の心理学的介入

						２．子どもの被害の心理学的介入

						３．被害者の家族への心理学的介入 

						４．遺族への心理学的介入

						５．演習：実技や事例検討、グループディスカッションなど   



		【研修Ⅳ】
被害者支援への心理学的介入
（精神症状に対する対応）		①エビデンスのあるトラウマに対する心理療法が理解できる。
②心理教育、リラクセーション、実生活内曝露などを提供することができる。 リカイ		１．認知行動理論、ストレス理論の基礎知識　 リロン

						２．エビデンスのあるトラウマに対する心理療法

						３．心理教育、リラクセーションの理論と実践 リロン ジッセン

						４．エクスポージャーの理論と実践 リロン ジッセン

						５．演習：実技や事例検討、グループディスカッションなど   
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